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平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
本
館
（
新
病
棟
）
の
本
格
稼
動
を
行
い
ま
し
た
。
稼
動
に
伴
い
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
本
館
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
、
時
間
外
受
付
・
救
急
外
来
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平
日
の
17
時
か
ら
翌
朝
8
時
30
分
ま
で
の
時
間

と
休
日
・
祝
日
の
休
診
日
に
時
間
外
診
療
を
ご
希

望
す
る
患
者
さ
ん
は
、
本
館
1
階
の
時
間
外
受
付

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。

正
面
玄
関
は
、
20
時
〜
7
時
ま
で
の
時
間
は
、

施
錠
し
て
お
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
館
完
成
に
伴
い
、
救
急
外
来
も
本
館
1
階

に
移
転
し
ま
し
た
。

旧
外
来
に
お
い
て
は
ベ
ッ
ド
間
隔
が
狭
く
患

者
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

新
救
急
外
来
で
は
適
切
な
ベ
ッ
ド
幅
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
、

注
射
・
処
置
に
お
い
て
も
よ
り
安
全
・
安
楽
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
救
急
処
置
室
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
3
台

を
設
置
し
た
こ
と
で
救
急
車
を
3
台
同
時
に
受

け
入
れ
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
は
勿
論
の
事
、
大

勢
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
る
環
境
が
整

い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
フ
ロ
ア
に
は
、
検
査
科
、

放
射
線
科
が
並
列
し
て
い
る
こ
と
で
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
患
者
さ
ん
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら

に
安
全
・
安
楽
・
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
え
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
間
外
診
療
受
付

　
救
急
外
来
移
転
に
つ
い
て
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狩
野 

修
治

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院

整
形
外
科
医
長

下
肢
の
外
傷
疾
患

第
3
回
で
は
大
腿
骨
頸
部
／
転
子
部
骨
折
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

大
腿
骨
近
位
部
の
骨
折
は
一
般
的
に
図

の
よ
う
な
骨
頭
、頸
部
、頸
基
部
、転
子
部
、

転
子
下
に
お
こ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
ま

す
。
大
腿
骨
骨
頭
骨
折
・
転
子
下
骨
折
は
交

通
事
故
や
労
働
災
害
と
い
っ
た
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
外
傷
で
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ
、
大
腿

骨
頸
部
骨
折
・
転
子
部
骨
折
は
骨
粗
鬆
症
と

い
っ
た
骨
の
脆
弱
性
の
あ
る
高
齢
者
の
転

倒
と
い
っ
た
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
外
傷
に
よ

り
起
こ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
腿
骨
頸
部
・
転
子
部
骨
折
は

2
0
0
7
年
に
は
約
15
万
人
が
受
傷
し
た

と
さ
れ
、
年
々
増
加
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
40
歳
か
ら
年
齢
と
と
も
に
増
加

し
、
70
歳
以
上
に
急
増
し
ま
す
。
ま
た
大
腿

骨
転
子
部
骨
折
は
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
1.3

〜
1.7
倍
と
報
告
さ
れ
、
高
齢
に
な
る
に
つ
れ

て
大
腿
骨
転
子
部
骨
折
の
発
生
が
多
く
な

る
と
さ
れ
ま
す
。

転
倒
に
よ
り
受
傷
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
股
関
節
痛
の
た
め
動
け
な
く
な
る
と

い
っ
た
状
態
が
典
型
的
で
す
。
し
か
し
、
高

度
の
認
知
症
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
骨
折
部
に

転
位
が
な
く
安
定
し
て
い
る
と
歩
行
で
き

る
こ
と
も
稀
に
あ
り
ま
す
。
歩
け
る
の
で
大

丈
夫
と
は
い
い
き
れ
ま
せ
ん
。
転
倒
さ
れ
股

関
節
痛
が
出
現
し
て
い
る
場
合
は
一
度
受

診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

単
純
X
線
写
真
で
診
断
で
き
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
転
移
の
な
い
骨
折

は
単
純
X
線
写
真
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
C
T
や
M
R
I
な
ど
の
検

査
に
よ
っ
て
骨
折
を
診
断
が
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
大
腿
骨
頸
部
骨
折

手
術
療
法
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
手
術
の

方
法
は
骨
接
合
術
と
人
工
骨
頭
挿
入
術
が

あ
り
ま
す
。

ず
れ
て
い
る
大
腿
骨
頸
部
骨
折
は
ず
れ
て

い
な
い
大
腿
骨
頸
部
骨
折
に
く
ら
べ
、
骨
が

癒
合
す
る
確
率
が
低
い
と
さ
れ
、
癒
合
し
て

も
、
経
過
中
に
約
半
数
の
症
例
の
大
腿
骨
骨

頭
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
骨
頭
壊
死
が
起
こ
る

と
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

ず
れ
て
い
な
い
大
腿
骨
頸
部
骨
折
に
は
骨
接

合
術
が
、
ず
れ
て
し
ま
っ
た
大
腿
骨
頸
部
骨

折
に
は
人
工

骨
頭
挿
入
術

を
お
す
す
め

し
ま
す
。

・
大
腿
骨
転
子
部
骨
折

大
腿
骨
転
子
部
骨
折
は
ず
れ
て
い
る
・
い

な
い
に
関
わ
ら
ず
骨
接
合
術
が
す
す
め
ら

れ
ま
す
。

保
存
治
療
で
も
骨
癒
合
が
得
ら
れ
る
可

能
性
は
あ
り
ま
す
が
早
期
に
離
床
を
し
て

リ
ハ
ビ
リ
を

す
す
め
る
た

め
に
は
手
術

治
療
を
行
う

必
要
が
あ
り

ま
す
。

受
傷
後
、
適
切
な
手
術
を
行
い
、
適
切
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
す
べ

て
の
方
が
受
傷
前
の
状
態
ま
で
も
ど
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
傷

前
の
歩
行
能
力
、
年
齢
、
認
知
症
の
有
無
が

歩
行
機
能
に
影
響
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

大
腿
骨
頸
部
・
転
子
部
骨
折
の
予
防
と
し

て
、
運
動
療
法
と
薬
物
療
法
が
す
す
め
ら
れ

ま
す
。
骨
粗
鬆
症
の
治
療
に
よ
り
大
腿
骨
頸

部
・
転
子
部
骨
折
の
予
防
効
果
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
運
動
療
法
に
よ
る
骨
折
の
予

防
効
果
は
不
明
で
す
が
、
運
動
療
法
は
転
倒

予
防
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
腿
骨
頸
部
骨
折
と

転
子
部
骨
折

疫
　
学

診
　
断

症
　
状

治
療
方
法

予
　
後

予
　
防

頸部骨折 転子部骨折 

骨　頭

頸　部

頸基部

転子部

転子下
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《
手
術
》

①
バ
イ
パ
ス
手
術

狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た

血
管
の
先
に
血
液
が
流
れ
る
よ
う
に
、

人
工
血
管
を
用
い
て
血
管
を
つ
な
ぎ
あ

流
れ
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

血
の
塊
（
血
栓
）
が
で
き
る
こ
と
を
防

ぎ
、
再
び
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま

る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
後
や
手
術
後
も
、
再
び
血
管
が
詰

ま
ら
な
い
よ
う
予
防
目
的
で
内
服
し
ま

す
。

《
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
》

3
泊
4
日
の
入
院
に
よ
る
治
療
で
、

局
所
麻
酔
で
行
い
ま
す
。
治
療
す
る
血

管
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
治
療

時
間
は
約
１
時
間
半
程
度
で
す
。
治
療

の
流
れ
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
や
心
臓

冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
と
同
様
で

す
。

①
バ
ル
ー
ン
形
成
術

小
さ
な
風
船
が
先
端
に
つ
い
た
カ

テ
ー
テ
ル
で
、
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ

《
内
服
治
療
》

血
管
を
広
げ
る
薬
（
血
管
拡
張
薬
）

や
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
（
抗
血

小
板
薬
）
を
内
服
し
ま
す
。

狭
く
な
っ
た
血
管
を
広
げ
て
血
液
の

下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
の
治
療
に
つ
い
て
　

　
内
科
的
治
療

　
外
科
的
治
療

て
い
る
血
管
を
広
げ
ま
す
。

②
ス
テ
ン
ト
留
置
術

金
属
で
で
き
た
網
状
の
ス
テ
ン
ト
を

狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
て
い
る
冠
動
脈

の
血
管
に
留
置
し
ま
す
。

4
階
病
棟
主
任  

大
月
　
幸
恵
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90
以
上
）

☆ 

糖
尿
病
（
H
ｂ
A
1
c　

6.
5
％

以
上
）

☆
肥
満
（
B
M
I

25
以
上
）

☆
喫
煙
（
喫
煙
歴
は
あ
り
ま
す
か
？
）

☆ 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
（
L
D
L
1
0
0
㎖
/
dl
以
上
、　　

　

  

H
D
L

40
㎖
/
dl
以
上　

中　

　

  

性
脂
肪
：
1
5
0
㎎
/
dl
以
上
）

☆ 

家
族
歴
（
両
親
・
兄
弟
に
心
臓
疾
患

の
人
は
い
ま
す
か
？
）

☆ 

高
尿
酸
（
尿
酸
7
㎎
/
dl
以
上
）

②�

足
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

血
管
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
血
流
が
悪
く
な
っ
て
お
り
、
足

の
筋
肉
や
細
胞
ま
で
十
分
な
酸
素
と
栄

養
が
届
き
ま
せ
ん
。
傷
や
ケ
ガ
を
す
る

と
、
治
り
が
悪
か
っ
た
り
そ
の
部
分
か

ら
化
膿
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
び

割
れ
し
な
い
よ
う
保
湿
を
し
た
り
、
足

の
保
護
の
た
め
靴
下
を
着
用
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
湯
た
ん
ぽ
や
コ

わ
せ
、
迂
回
ル
ー
ト
（
バ
イ
パ
ス
）
を

つ
く
る
手
術
で
す
。

歩
行
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
足

の
血
流
を
改
善
さ
せ
る
治
療
法
で
す
。

運
動
量
や
方
法
に
つ
い
て
は
、
自
己

流
で
行
う
と
逆
に
血
流
が
悪
く
な
っ
て

い
る
血
管
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
指
導
の
も

と
で
行
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

あ
づ
み
病
院
で
は
、
専
門
の
医
師
・

理
学
療
法
士
が
運
動
療
法
を
行
っ
て
い

ま
す
。
入
院
中
か
ら
外
来
を
通
し
、
み

　
運
動
療
法

な
さ
ん
の
生
活
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

治
療
後
は
何
に

気
を
つ
け
た
ら
い
い
の
？

①�

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
動
脈
硬
化
が

原
因
で
す
。
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

す
原
因
は
次
の
通
り
で
す
。

☆ 

高
血
圧
（
上
：
1
4
0
以
上
・
下
：

タ
ツ
等
で
の
低
温
ヤ
ケ
ド
や
靴
ず
れ
、

深
爪
・
水
虫
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

治
療
を
行
っ
て
も
、
完
治
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
生

活
習
慣
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
け
れ

ば
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
し
た
血
管
が

再
び
狭
く
な
っ
た
り
、
新
た
に
他
の
血

管
が
詰
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
生
涯
に
わ
た
る
生
活
習

慣
の
見
直
し
が
大
切
で
す
。
心
配
な
こ

と
や
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
○
○
部

当
院
の
労
働
組
合
に
は
、
運
動
部
や
文
化
部
な
ど
様
々
な
部
が
あ
り
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

運
動
や
文
化
を
通
じ
て
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
図
書
部
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

図
書
部

部
長
　
　
中
山 

ゆ
か
り

あ
づ
み
病
院
の
図
書
部
は
、
と
に
か
く
本
が
好
き
な
部
員
が
集
ま
り
、

十
二
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。（
部
員
は
随
時
募
集
中
）

「
本
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
、
ま
た
身
近
な
文
化
に
触
れ
、
心
を

豊
か
に
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
日
々
の
忙
し
い
中
で
も
時
間
を
作
り
、

さ
さ
や
か
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
ま
ず
部
員
同
士
で
情
報
交
換
を
行
い
、
お
勧
め
の
本
や
感

銘
を
受
け
た
本
な
ど
を
紹
介
し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
隣
の
美
術
館
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
、図
書
以
外
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
に
は
素
晴
ら
し
い
美
術
館
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
近
く
に
あ
る

の
で
い
つ
で
も
行
け
る
、
と
思
い
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
入
る
機
会
が
な
い

美
術
館
見
学
を
計
画
し
、
全
組
合
員
に
呼
び
か
け
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
松
川
村
の
「
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
」、
池
田
町
の
「
北
ア
ル
プ
ス
展

望
美
術
館
（
池
田
町
立
美
術
館
）」、
穂
高
の
「
碌
山
美
術
館
」
の
見
学
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
有
名
な
美
術
館
で
す
が
、
驚
く
こ
と
に
半
分
以
上
の
部

員
が
初
め
て
の
入
館
で
あ
り
、
一
度
は
訪
れ
て
お
き
た
い
美
術
館
と
し
て
、

あ
ら
た
め
て
地
元
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
施
設
を
発
見
で
き
る
よ
い
機
会
に

な
っ
た
と
い
う
声
が
き
か
れ
ま
す
。

運
動
部
や
他
の
文
化
部
の
よ
う
に
、
大
会
に
出
た
り
作
品
を
創
作
し
た
り

と
い
う
、
か
た
ち
に
表
れ
る
団
体
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
忙
し
い
中
で

も
心
の
栄
養
を
育
み
、
豊
か
な
心
で
患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

昨年から話題の調味料「塩レモン」を使った簡単な和え物。柔らかい春キャベツにレモンの香りが爽や
かです。塩レモンはレモンの風味が加わっているので少量で味付けでき、減塩効果も期待出来る手作
り調味料。手軽に使える市販の塩レモンもあります。

春キャベツの塩レモン和え

①

②
③

春キャベツは5ミリほどの太目せん切り、塩レモンはみじん切りに
します。（市販の塩レモンはそのままでOK)
キャベツと塩レモンを軽く和え、10分程置いて味を馴染ませます。
②にボイルエビとオリーブ油をさっと和え器に盛って出来上がり。
お好みで粗挽き黒コショウを振っても美味しくいただけます。

作り方

材料（4人分）
春キャベツ………………………………… 160g
ボイルエビ… ……………………………… 100g
☆塩レモン… ……………………………………１５ｇ
オリーブ油……………………………………………５g
粗挽き黒コショウ………………お好みで

☆塩レモンの作り方
無農薬の国産レモンをよく洗い、水気をふきます。いちょう切りに
カットしたら、煮沸消毒した保存瓶にレモンの重量の10%の粗塩
と交互になるように入れます。約1週間常温に置き時々瓶を振っ
てレモンから出た水分を全体に馴染ませ、その後冷蔵庫で保存し
ます。2週間ほどすると味がなじんで使えるようになります。

栄養素量（一人分）
エネルギー………………… 49Kcal
たんぱく質……………………… 5.4g
塩分……………………………… 0.13g

●栄養科　
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『患者さんの権利』
①最善で安全な医療を平等かつ公平に受ける権利
　患者さんは、疾病の種類、社会的立場等に関わら

ず、良質で安全な医療を、平等かつ公平に受ける権
利があります。

②個人として尊重される権利
　患者さんは、一人の人間としてその人格・価値観な

どを尊重され、尊厳をもって接遇されるとともに、自
らの意見を述べる権利があります。
③十分な説明と情報提供を受ける権利
　患者さんは、自分の病気、検査と治療方法や危険

性、他の治療法、見通しなどについて、理解しやす
い言葉や方法で、十分な説明と情報の提供を受け
る権利があります。

④自らの意思で選択・決定する権利
　患者さんは、自らの受ける検査や治療方法などにつ

いて、説明を受けた上で、自分の意思で選び決定す
る権利があります。

　また、希望しない医療を拒否したり、医療機関を選
択したりする権利があります。そのためにカルテを

①  医の倫理を守り患者さんの権利を尊重し、
平等で親切、安全な医療・福祉サービスを提
供します。

② 救急医療から在宅医療まで広く、地域の皆さ
まの安心を支えます。

③ 地域の皆さまのこころの健康を支える、やさ
しい医療につとめます。

④  日々の研鑽に励み、明るい職場環境造りと
信頼される医療人の育成につとめます。

⑤  保健予防活動を通じて地域の皆さまの健康
増進に貢献します。

⑥研究・文化活動を積極的に展開し豊かな地
域づくりに貢献します。

質の高い医療と社会への貢献をとおし、
地域の皆さまから信頼される病院を築きます。

北アルプス医療センター
あづみ病院理念

患者さんの権利と責任

『医療とのパートナーシップ』
①良質な医療を実現するために、自らの心身あるいは生活

について必要な情報をできるだけ正確にお知らせくださ
い。また、納得できるまで質問するなどして自らの疾病や
医療内容を十分に理解してください。

②検査や治療について、納得し合意した方針には意欲を
持って取り組んでください。

③すべての患者さんが快適な環境で医療が受けられるよ
う、病院内での規則と病院職員の指示を守るようご協力く
ださい。

　病院職員による医療提供や、他の患者さんの診療に支障
を与えないようなご配慮をお願いします。

含む診療情報の開示や他の医療機関の医師の意見（セ
カンド・オピニオン）を求める権利があります。

⑤個人の情報やプライバシーが守られる権利
　患者さんは、自らの承諾なしに、診療の過程で得られた個

人情報を第三者に対し、開示されない権利があります。ま
た、病院内でのプライバシーが守られる権利があります。〈基本方針〉

　４月になり、当院でも新たな職員が入職してまいり
ました。新たな若い力と信頼関係を築き、より良い医
療を提供できるよう一層団結していきたいと思います。
　新年度が始まり、生活の変化に伴い体調も不安定にな
りがちです。体調管理には気をつけていただき、今年度
も広報誌「きずな」をご愛読いただけたらと思います。

（Y.M）

お 知 ら せ
休日緊急当番医

・4/10（日）

・4/29（金）
白馬診療所

内科・外科本院

（赤字の日が全科休診日です）

北アルプス医療センター あづみ病院
休診日のお知らせ
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4月2016　   April
　私が北アルプス医療センターあづみ病院へ就職

し、あっという間に春の季節が再び訪れようとしてい

ます。新病棟での勤務は毎日が忙しいですが、患者さ

んの言葉や先輩方の応援に助けられ、とてもやりがい

を感じています。

　ここからは私のひとりごとです。私はこの１年間さまざまな人た

ちに支えられてきました。仲が良く、安心できる同期の存在や、不

安でいる私に声をかけてくれる先輩、不慣れな技術や関わりでも

感謝の言葉をくれる患者さん、帰宅を待ってくれている家族。すべ

ての人たちのおかげで無事に１年が経ちました。入職当時は、新

しい職場に不安でいっぱいでしたが、そんな私にもついに「後輩」

ができます。私もそんな支えになれる「先輩」になれるよう、２年目

というプレッシャーを抱えながらも今年度も頑張っていきたいと

思います。

看護師　牛澤 綾香 ……
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平成 28 年 4 月
　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科 新 患 岡田光代
信　大

東方壮男
川上裕隆 馬渡栄一郎 川上裕隆

芹澤由樹子
早野敏英
岡田光代

東方壮男（第 1 のみ）
川上裕隆

早野敏英（第 3 のみ）

内 科（ 一 般 ）
再 診

（ 予 約 制 ）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

岡田光代
林田研介

東方壮男
川上裕隆
早野敏英
岡田光代
林田研介

早野敏英
林田研介

川上裕隆
林田研介

早野敏英（第 1 のみ）
岡田光代
林田研介

循 環 器 内 科 富田　威
東方壮男 翁　佳輝（信大） 東方壮男 柴　祐司（信大） 富田　威

馬渡栄一郎

呼 吸 器 内 科 花岡正幸 ( 信大 )
（14：30 から診療） 岡田光代 岡田光代 西江健一（信大）（第 1・3・5 のみ）

池川香代子（信大）（第2・4のみ）
藤本圭作（信大）

（第 1 のみ）

神 経 内 科
林田研介

市川貴規（信大）（第 1・3・5 のみ）
小林優也（信大）（第 2・4 のみ）

林田研介 林田研介 林田研介 林田研介 林田研介

腎 臓 内 科 芹澤由樹子（予約） 芹澤由樹子
上條祐司（信大）

リウマチ・膠原病（予約制） 信大（完全予約）

在宅支援科（予約制） 薛　孝太郎
（14：30 ～ 16：00 まで診療 )

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科
心 療 内 科

（ 予 約 制 ）

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
小笠原紘輔

中村伸治
古屋昌宏
小椋京子

雨宮光太郎
湯澤宏式（第 1・3・5 のみ）

小笠原紘輔

村田志保
鬼頭　恆（AM）

中村伸治
湯澤宏式

小笠原紘輔（第 2・4・5 のみ）
鈴木一浩（信大）

村田志保（AM）
鬼頭　恆

中村伸治（第 1・3・5 のみ）
樋端佑樹（第 1 のみ）

古田　康（第 2・4 のみ）
古屋昌宏
湯澤宏式

小笠原紘輔

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
湯澤宏式（第 2・3・4・5 のみ）

小笠原紘輔

鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
湯澤宏式

小笠原紘輔
新患（午前）（予約制） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）
認 知 症 診 療（ 予 約 制 ） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）

小 児 科

午
前

原　敏博
小口弘子

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子
（保刈　健）

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子 又は 
保刈　健

信　　大
（小口弘子 又は 保刈健）

午
後

慢性疾患 ( 予約 )
（原　敏博）
（小口弘子）

予防接種（予約）
乳児検診（予約） 予防接種（予約） 慢性疾患（予約）

（保刈　健）

外  

科

一 般 外 科 唐澤文寿 石曽根　聡 唐澤文寿 石曽根　聡
久米田 茂喜 唐澤文寿

石曽根　聡
宮川眞一 ( 信大 )

( 第３のみ )

専 門 診 療 信　大（乳腺）
（予約）

信　大（甲状腺）
（予約）

呼 吸 器 外 科 花岡孝臣 花岡孝臣 花岡孝臣
形 成 外 科

（受付15時00 分まで）
安永能周（信大）

（13 時から診療）

整
形
外
科

新 患 受 付
（受付10 時 30 分まで）

日野雅仁 輪番 狩野修治 柴田俊一 王子嘉人 信　　大
中村恒一

( 手・肘新患 )
中村恒一

( 手・肘新患 )
向山啓二郎
( 脊椎新患 )

再 診
（ 要 予 約 ）

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
石垣範雄
中村恒一

中村恒一
向山啓二郎
日野雅仁

高橋淳 ( 信大 )

最上祐二
向山啓二郎
王子嘉人

中村恒一
向山啓二郎
狩野修治

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
柴田俊一

信　　大

肩関節治療センター
（受付10時30分まで） 手術日

石垣範雄（初診）
（診療開始 10：00 から）

手術日
石垣範雄（初診）

畑　幸彦（完全予約）
石垣範雄（完全予約） 畑　幸彦（完全予約） 畑　幸彦（完全予約）

（第 3 のみ）

皮 膚 科 河内繁雄
佐野　佑

河内繁雄
佐野　佑

河内繁雄
佐野　佑 河内繁雄

佐野　佑
河内繁雄
佐野　佑

河内繁雄
佐野　佑学童診療（15時～ 17時まで診療）

初診（当日）受付16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 西澤　理
平林直樹 平林直樹 西澤　理

平林直樹 平林直樹 平林直樹

女性骨盤底センター 西澤　理 西澤　理

産 婦 人 科（ 予 約 制 ） 信　大（予約） 曽根原衛雄（予約） 信　大（予約）
（14時から診療）

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子 
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで） 今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14時から診療） 信　　大

放 射 線 科 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
飯島　響

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

緩和医療外来（予約制）
（10：30 ～ 12：30 まで診療 )

0261-61-1165
阿部克哉 薛　孝太郎（第 1・3・5)

間宮敬子（第 2・4） 阿部克哉 薛　孝太郎 薛　孝太郎

北アルプス医療センター 白馬診療所

内 　 　 　 科
人 工 透 析
リハビリテーション科

下里修一
富田　威

（午後から診療）
下里修一

下里修一
整形外科医師

（15 時から診療）
（第 2・第 4 のみ）

下里修一 下里修一 下里修一

診療科目 曜日

2016年
4月号 vol.350 事業所長 西澤理

JA長野厚生連北アルプス医療センター あづみ病院


